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受動喫煙防止・禁煙啓発キャッチフレーズ決定！ 

～ねぇその煙 ぼくが吸ったら どうなるの？～ 
 

 受動喫煙防止対策及び禁煙に関する普及啓発を一層推進し、市民の関心と理解を深めるた

め募集した「受動喫煙防止・禁煙啓発キャッチフレーズ」の各賞（最優秀賞、優秀賞、特別

賞２作品）が決定しました。 

今後、受賞作品は、望まない受動喫煙の防止や喫煙率の減少につなげ「健都（健康都市）

ふくしま」を実現するための各種周知啓発活動において活用します。 

 

記 

 

１．応募総数 

   ９６作品 

 

２．受賞作品 

 

◇最優秀賞 「ねぇその煙 ぼくが吸ったら どうなるの？」 

     柴田 怜奈（シバタ レイナ）さん 【２２歳】 

   【キャッチフレーズに込めた思い】 

     喫煙の悪影響を知っている大人は知りながらも吸っているが、子どもはその煙を

悪いものだと知らずに吸ってしまう環境は子どもにとって何もいいことがないと

思い、子どもの純粋な疑問をキャッチフレーズにしました。このキャッチフレーズ

を見た大人や小さな子どもをもつお父さん、お母さんに少しでもやめようと思って

ほしいです。 

 

   ◇優 秀 賞 「その一本 吸えばすり減る 命と笑顔」 

     小林 桃華（コバヤシ モモカ）さん 【１８歳】 

   【キャッチフレーズに込めた思い】 

     禁煙をすることで得られるものを印象に残りやすい五七五に表しました。 

 

   ◇特 別 賞 「桃の香りと温泉の湯けむり たばこの香りと煙 どっちが好き？」 

     坂野 愛実（サカノ アイミ）さん 【１３歳】 

   【キャッチフレーズに込めた思い】 

     福島には桃だけでなくたくさんの果物や香りの良い野菜がある。福島市には飯坂

温泉、高湯温泉、土湯温泉に微温湯温泉(私は特にこの温泉が好き)がありとてもリ

フレッシュ出来る。たばこは嗜好品だから好きな人がいるのもわかっているが、一

旦喫煙ルームに行くのを休んでふくしまの素晴らしい特産物と大自然の恩恵に目

を向けて欲しい。という思いを込めました。文は短いですが思いはキャッチフレー

ズにたくさん詰めました。 
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   ◇特 別 賞 「禁煙もＳＤＧｓの仲間だよ 持続してこそ価値となる」 

     鈴木 直樹（スズキ ナオキ）さん 【７６歳】 

   【キャッチフレーズに込めた思い】 

     ＳＤＧｓの達成すべき１７項目の内容は、かなり禁煙と被っている。そして共に

持続させることが肝要という訳です。 

 

３．表彰式及びお披露目イベント 

  スワンスワンデー「禁煙の日」の周知啓発活動にあわせて、表彰式とキャッチフレーズ

のお披露目等を行います。 

   日 時：１１月２０日（金）午後２時から（周知啓発活動は午後２～３時） 

   場 所：ＪＲ福島駅東口駅前広場 

   参加者：受賞者、市受動喫煙防止対策推進委員会委員、市職員 ほか 

 

 

 

 

 

 

担当：健康づくり推進課 健康増進係 

   課長 星、係長 大塚 

   電話024-597-8616（直通） 



受動喫煙防止・禁煙啓発
キャッチフレーズ

が決定しました！



福島市における“たばこ・喫煙”の現状と課題

市民の皆さまと ともに、防ごう！なくそう、受動喫煙！！

【福島市における喫煙率】
〇男性はおよそ４人に１人（２４．４．％）、女性は１５人に
１人（６．６％）はたばこを吸っています。

〇この２０年で喫煙率は男女とも減少し、特に男性は大きく減
少しています。

【健康づくり目標と取り組み】
◆健康づくり目標
〇たばこが健康に及ぼす影響を理解し、たばこによる健康被
害を防ぎましょう

〇家庭・学校・職場・地域で２０歳未満の者、妊産婦にたば
こを勧めない、吸わせない環境をつくりましょう

〇家庭・学校・職場・地域で受動喫煙防止に努めましょう
◆取り組み
〇喫煙・受動喫煙の害に関する知識の普及
〇２０歳未満の者や妊産婦の喫煙防止対策
〇禁煙の取り組み支援
〇受動喫煙対策

たばこ・喫煙は、がん、脳卒中や心筋梗塞、
ぜんそくなどの呼吸器疾患、歯周病など、
すべての世代の健康に大きな影響を与える
ことから、喫煙率のさらなる減少を目指しています！

【ふくしまし健康づくりプラン２０２４】
～目標値（２０２９年）～

男性：２０％以下、女性：６．６％以下
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【福島駅東口指定喫煙所】
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受動喫煙防止・禁煙啓発キャッチフレーズ決定！

応募総数９６作品の中から、厳正なる選考の結果、受賞作品が決定しました。

◇最優秀賞◇
「ねぇその煙 ぼくが吸ったら どうなるの？」

しばた れいな

柴田 怜奈 さん（22歳）

◇優秀賞◇
「その一本 吸えばすり減る 命と笑顔」

 こばやし ももか

小林 桃華 さん（18歳）

◇特別賞（２作品）◇
「桃の香りと温泉の湯けむり

たばこの香りと煙 どっちが好き？」
    さかの  あいみ

坂野 愛実 さん（13歳）
「禁煙もＳＤＧｓの仲間だよ

持続してこそ価値となる」
   すずき   なおき

鈴木 直樹 さん（76歳）

◆表彰式×お披露目イベント◆

スワンスワンデー「禁煙の日」の周知啓発活動に併せて、

表彰式とキャッチフレーズのお披露目イベント等を行い

ます。

【日時】１１月２０日（金）午後２時から

（周知啓発活動は午後２～３時）

【場所】ＪＲ福島駅東口駅前広場

【内容】キャッチフレーズのお披露目（表彰式）

キャッチフレーズを早速活用したノベルティを配布！
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